
はじめに

Into these bowls,Mrs.Squeers, assist-

ed by the hungry servant, poured a
 

brown composition,which looked like
 

diluted pincushions without the covers,

(Dickens,89)

これはチャールズ・ディケンズ（Charles
 

Dickens）による長編小説『ニコラス・ニック

ルビー』（Nicholas Nickleby,1838-1839）の

第８章における寄宿学校の朝食の一場面であ

る。主人公のニコラス・ニックルビーは父親

を亡くしてから苦しい生活を余儀なくされ、

叔父ラルフの紹介でドゥーザボイズ・ホール

寄宿学校に勤めることになったが、校長ス

クィアズ氏は、私生児や孤児ばかりを受け入

れては虐待を繰り返す冷酷な人物であり、そ

の妻スクィアズ夫人も同様であった。ここで

スクィアズ夫人が「ボウルの中に」流し込ん

でいる「茶色の混合物」は、「粥」である。寄

宿学校で子供に与えられる朝食は、この粥と

「精白していないパンのかけら」のみであると

書かれている。育ち盛りの子供に与えられる

食事としては、現代の感覚では想像もできな

いような粗末な食事である。

それにもかかわらず、経営者側のスクィア

ズ氏一家は夕食で「高級なステーキ」（exclu-

sive steak）を味わっていることを考えると、

スクィアズ夫人の経営は、きわめて無慈悲な、

それ自体が虐待とも呼べる方針のうえに成り

立っていることがわかるであろう。この背景

には、1870年に始まった義務教育が、20世紀

半ばになって初めて本質的に確立していくと

いう歴史がある。それまでは貧困家庭の子供

たちは、救貧的・慈善的な立場から作られた

無償の学校、またはドゥーザボイズ・ホール

のようにわずかな授業料で通うことのできる

私設学校に通うほかなかったのである。

本論は、チャールズ・ディケンズの作品に

描かれた寄宿学校での食事事情を出発点とし

て、19世紀後半のイギリスにおける「救貧」

と「教育」の二つの制度という視点から、当

時、何が原因で学校の食事がこのように粗末

なものになっていたのかに注目したい。よっ

て焦点となるのは、裕福な家庭の子供たちが

通う学校ではなく、主に労働者階級の家庭の

子供たちが通っていた学校の実態である。

ディケンズは労働者階級出身の作家であり、

きわめて厳しい労働環境のもとで苦労した経

験をその小説にも投影している。まずは、ディ

ケンズの生い立ちと、彼の後期作品との関係

を探ったあとで、救貧制度と教育制度の歴史

について振り返ることで、当時のイギリス社

会において、労働者階級の人々がどのように

扱われ、それがどのように学校給食に影響を

与えてきたのかを明らかにしていく。そして

議論を現代への視点へとつなげることで、学

校給食制度が新たに抱えている問題点と原因

を、その根底に存在し続ける階級の存在とあ

わせて考察していきたい。
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１．ディケンズは実態を描いたのか

1-1 ディケンズの生い立ち

1812年の２月７日に生まれたチャールズ・

ディケンズは、９歳のときに朗読家、雄弁家

として知られていたジャイルズ氏という人が

経営する学校に通い始める。「後年ディケンズ

は、ジャイルズ校での教育について大変高く

評価している」（藤村、39）とあるように、こ

の頃のチャールズの学校生活は幸せなもので

あった。しかし、ディケンズの父親ジョンの

借金が膨らんでしまい、ディケンズは学校を

辞めざるをえなくなる。その後、ジョンは破

産し、逮捕されてマーシャルシーの債務者監

獄に入れられてしまう。ディケンズはこのと

き12歳であったが、一家は働き手を失ったた

め、彼は靴墨工場で働くことになった。身体

的に激しい労働ではなかったようであるが、

精神的苦痛という側面から考えてみると、

ディケンズは非常に苦しめられたのではない

だろうか。ディケンズは本を読むのが好きで

学校にも恵まれ、幸せな暮らしをしていたに

もかかわらず、親の借金によってその生活は

転落していき、学校を続けることができなく

なってしまったのである。それだけではなく

父親は監獄に入れられ自分は靴墨工場で働く

身となり、パンとチーズとビールだけという

寂しい食事からくる空腹に耐えなくてはなら

なかったことから判断すると、まだ幼かった

ディケンズにとってはあまりにも急激な変化

であり、屈辱的な記憶が残ったと考えられる。

数ヶ月の後、ジョンの釈放とともにディケン

ズは工場から連れ戻され、彼はジョーンズ氏

の経営するウェリントン学院へ通い始める。

この学校はディケンズが以前に通っていた学

校とは全くちがっていた。どのようにちがっ

たかというと、当時の学友であったヘン

リー・ダンソンによれば、この学校は「恥ず

かしいくらい運営がまずくて、生徒たちはほ

とんど何の進歩もしなかった。経営者の

ジョーンズ氏はウェールズ人でとても無知な

人でした。それに単なる独裁者で、主にやる

ことといったら生徒たちを鞭で打つことだけ

であった」（藤村、47）と言っていることから

教育の質が低く、生徒たちには悲惨な仕打ち

がされていたようである。

1-2 ディケンズが受けた教育と作品

これまでに述べたことがディケンズの幼少

時代、そして彼が受けた教育についてである

が、この時代を三つの段階に分けると、ジャ

イルズ校時代、靴墨工場時代、そしてウェリ

トン学院時代ということがいえる。この三つ

の時代それぞれと、ディケンズが後に書いた

作品と重なる部分を挙げていく。

まずは、ディケンズが通ったジャイルズ校

と『デイヴィッド・コパーフィールド』との

関係についてである。『デイヴィッド・コパー

フィールド』には、ストロング博士という人

物が経営する学校が登場し、デイヴィッドは

学校を去る際、そこにいることができたこと

の幸せや、博士に対する強い愛情を述べてい

る。ディケンズはおそらくジャイルズ校での

み幸せな学校生活を送れたのであり、彼がス

トロング博士の学校を描いた際には当時の記

憶が影響していたと考えることができる。

次に、靴墨工場と『デイヴィッド・コパー

フィールド』はどのように関連しあっている

だろうか。貧困によってディケンズが靴墨工

場で働かなくてはいけなくなったのと同様、

『デイヴィッド・コパーフィールド』の主人公

であるデイヴィッドもまた、子供ながら小僧

に出され、長時間労働や空腹に耐える日々を

送っている。このときにデイヴィッドはミ

コーバー氏のもとで下宿をするのだが、彼の

家計もまた窮迫しており、債務者監獄に入れ

られてしまうという場面があることから、ミ

コーバー氏はディケンズの父親がモデルであ

ると考えられる。

最後に、ウェリントン学院と『ニコラス・
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ニックルビー』との比較である。先にも述べ

たように、ディケンズが実際に通ったウェリ

ントン学院の特徴として挙げられるのは、校

長が生徒に体罰を与えていたこと、そして生

徒たちの学力が伸びるような教育は行われて

いなかったということである。これらの特徴

と『ニコラス・ニックルビー』に登場する

ドゥーザボイズ・ホールの特徴は一致するの

だろうか。『ニコラス・ニックルビー』におい

て、校長であるスクィアズ氏が自分の妻とと

もに生徒を虐待している具体的な例を、

「ドゥーザボイズ・ホール内部の制度につい

て」として書かれた第８章に見ることができ

る。スクィアズ氏が半年に一回ロンドンを訪

れた後の恒例となっている、生徒たちに対す

る報告会のようなものの場面がある。この報

告会で話題となるのはスクィアズ氏がロンド

ンで会った親戚や友人について、そこで耳に

したニュース、持ち帰った手紙、生徒たちの

保護者によって支払われたお金、そして支払

われないままとなった勘定についてなどであ

るが、スクィアズ氏は父親が支払った代金が

２ポンド足りなかったボルダー少年を前に呼

び、むちで自分の腕が疲れるまで徹底的に打

つのである。

次に、この作品の中で描かれているドゥー

ザボイズ・ホールの教育についてであるが、

この学校の教育方針が読み取れる部分が次の

ようにある。

Now,the fact was,that both Mr.and
 

Mrs. Squeers viewed the boys in the
 

light of their proper and natural
 

enemies;or, in other words, they held
 

and considered that their business and
 

profession was to get as mush from
 

every boy as could by possibility be
 

screwed out of him.(Dickens,87)

つまり、この学校における目的は彼らの労働

力を最大限に利用することであった。ニコラ

スが赴任後、初めてスクィアズ氏に見せても

らった英語の授業では、突然少年を馬小屋へ

働きに行かせる。また、他の生徒たちに対し

ても、結局授業を解散させて子供たち全員を

働かせてしまう。授業の内容自体も、ある生

徒が文を読み上げ、その後にスクィアズ氏が

その綴りや意味を述べるということを繰り返

すだけのものである。ニコラスがスクィアズ

氏の授業のことを「だらしのない授業」〝slov-

enly lessons"（Dickens,95）と表現している

部分がある。したがって、この学校で子供た

ちの学力を伸ばそうという意欲はスクィアズ

氏からはうかがえず、授業は機械的に行われ、

それすらもしばしばスクィアズ氏から労働を

命じられることで中断されていることがわか

る。

このように、ウェリントン学院とドゥーザ

ボイズ・ホールのどちらの学校でも子供は虐

待され、授業は非常に粗末なものであったこ

とで一致しており、ウェリントン学院が

ドゥーザボイズ・ホールを描く際のモデルに

なったということは十分に考えられるのであ

る。

２．学校給食に影響を与えた制度

2-1 学校給食について

学校給食について述べる前に一つ明らかに

しておかなければならないことは、『ニコラ

ス・ニックルビー』が書かれた19世紀前半の

イギリスでは食糧難が起きていなかったのか

どうかということである。もし全国的に食糧

不足に陥っていたのであったとすれば学校給

食の質の悪さや量の少なさの原因がそこに求

められるからだ。

「飢餓の40年代」という言葉がある。この

言葉は、1840年代のイギリスにおいて大飢饉

が起きていたことを想起させるものである

が、実は20世紀に入ってから関税改革運動が
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起きた際、それに反対する側が運動を批判す

る意図で「1845年からのアイルランドのジャ

ガイモ大飢饉とも重ね合わされて」（松村、

65）、使われるようになり、普及したものであ

る。関税改革の主な内容は、「外国産穀物をは

じめとする農産物に関税をかける一方、帝国

産農産物には従来どおり無関税で輸入を許そ

うという提案」（服部、73）などであった。こ

の関税改革運動に反対する団体はこれを「穀

物法の再制定」として批判し、同団体によっ

て『飢餓の40年代』（Hungry Forties）とい

う本が書かれて爆発的に売れたのである。穀

物法が作られたのは1815年であり、その目的

はナポレオン戦争中に高騰した穀物の値段を

戦争が終結した後も維持するために外国産小

麦の輸入を禁止するというもので、これに

よって1810年代は小麦の値段は『飢餓の40

年代』が出版された1904年の小麦価格の３倍

を維持し、貧民階級は非常に苦しい生活を強

いられた。このように人々を苦しめた穀物法

が廃止されたのは1846年であったから、「飢

餓の40年代」という言葉は20世紀に沸き起

こった関税改革の実現によって歴史が繰り返

されてしまわないよう、人々のつらい記憶を

呼び覚ますものとして使われたと考えること

ができる。

ここで注目したいのが小麦の値段が高騰し

ていた1810年代以降、『ニコラス・ニックル

ビー』が書かれた1830年代までの食糧事情が

どのようなものであったか、つまり、十分な

食糧が国内に存在していたのかいなかったの

かということである。確かに小麦の値段が高

騰すると貧民は十分な食べ物を買うことが困

難であり、また、ナポレオン戦争の影響で

1815年までは食糧不足が起きていたと考え

てよい。しかし、18世紀末から起きていた産

業革命によって都市向けの商品穀物の生産が

必要となったことによって、農村で第二次囲

い込み運動が行われて大農場経営が確立する

と、農業は著しく改良されて農業生産力が飛

躍的に向上する。その結果、1820年代には穀

物法があるにもかかわらず小麦の値段は

1810年代と比べておよそ３分の２にまで低

下し、その後穀物法が廃止されるまでにも少

しずつ値段は下がっていった。つまり、穀物

法によって外国から農産物が入ってこなくな

り、一時は小麦の値段が高騰したものの、国

内の農業生産量が農業改革によって伸びたこ

とで小麦の高い値段が維持されることはなく

なり、国内で食糧が不足していたとは考えづ

らいという結果が導き出されるのである。だ

からといって労働者階級の人々の食生活が豊

かであったかというと、そうではなかった。

ウィリアム・コベットは自分で農村を見て

回り、その実態をまとめて『農村騎馬紀行』

（Rural Rides）という本を1930年に出版し

たが、「ウィルトシア」（Wiltshire）というイ

ギリス南西部に位置する州の農村を訪れた箇

所で、〝This is the place that the Gallon-loaf
 

man belongs to."（Cobbett, 18）「ここはガ

ロン・ローフで食いつないでいる人が住んで

いる場所だ」（コベット、18）と述べている。

〝Gallon-loaf"というのはスピーナムランド

制のもとで使用されていた秤で使われていた

パンの単位であることから、そこに住む人々

が食べ物を自力で手に入れるのに苦労してい

たことがうかがえる。また、ウィルトシアで

生まれた農村作家であるリチャード・ジェフ

リーズの作品にも「ウィルトシアの農業労働

者の食餌」（メネル、340）についての記述が

ある。それによると彼らの食事は、「主にパン

とチーズで、ベーコンを週に２、３回、タマ

ネギで変化をつけた。（中略）野菜は贅沢品で、

広い庭は、だから、彼が持てるもののうちで、

最も有難い授り物」（メネル、340）であり、

メネルによると、非常に質素なこの程度の食

事でも北イングランドよりはましであったと

いう。

本題の学校給食についてであるが、ドゥー

ザボイズ・ホールの学校給食との比較を可能

206



にするために、まずはパブリック・スクール

の学校給食がどのようなものであったのかに

ついて述べたい。1864年に行われた９つの名

門パブリック・スクールを対象とした調査結

果がまとめられている王立委員会報告書から

は朝食の内容を知ることができる。「彼は上級

生の朝食を準備した。紅茶とトーストであっ

たが、ときには卵料理やポリッジを作った」

（松村、172）とある。昼食、お茶、夕食につ

いては、『トム・ブラウンの学校生活』（Tom
 

Brown’s school days）という小説に多く描か

れている。昼食の場面では、家政婦が大きな

肉を切り分けたり、集まってきた生徒のうち

の数人は「食事のたしにと、酢漬けやソース

瓶を携えて」（ヒューズ、116）いたりする。

そして主人公のトムは「食事の祈りを唱える

までには、ご馳走をおいしく食べ終わってい

た」とあり、生徒たちにはご馳走と呼べるほ

どの十分な食べ物が与えられていたことがわ

かる。夕食の前にはお茶の時間がとられ、「生

徒は各自にパンの塊の四つ割り一個とバタの

小塊一個を貰い、お茶は幾回でもお変わりが

できた。そしてそれに、焼きじゃがいもとか、

鰊とか、小鰯かいった類の余分のご馳走を添

えない生徒はほとんどいなかった」（ヒュー

ズ、141）。生徒たちがお茶に添えている焼き

じゃがいもなどは自分たちのお金で外から購

入してきたものであり、トムもまた彼らの寮

の特約売店であるという店でソーセージを購

入している。「トムはソーセージを小さく切っ

て近くの幾人もの連中に分けてやりながら、

こんなにうまいじゃがいもを食べるのも、こ

んな面白い連中に逢うのも、生まれてはじめ

てだと思った」（ヒューズ、142）という記述

からもわかるように、生徒たちには食事を楽

しむ余裕が見られ、反対に不満は感じられな

い。７時からの夕食はパンとチーズとビール

であった。また、別の文献によると、ラグビー

校では「９時になると夕食とほとんど同じ夜

食」（伊村、65）が出されたということから、

お茶を含めると１日に５回も食事を摂ってい

たということになり、パブリック・スクール

の生徒たちは飢えとは無縁であったと考える

ことができる。

ドゥーザボイズ・ホールでの朝食は薄いお

粥にパンのかけらであったが、１日に与えら

れる食事はどのようなものであったのであろ

うか。まず、昼食の場面では子どもたちとニ

コラスは「塩漬けの牛肉を少し」〝some hard
 

salt beef"（ディケンズ、92）を与えられただ

けであり、夕食は「パンとチーズの食事」〝a
 

meal of bread and cheese"（ディケンズ、

95）であった。この１日の食事のエネルギー

はおそらく1,000キロカロリーには満たない

であろうと考えられる。イギリスの成長期の

男子の推薦栄養所要量（厚生省保健医療局、

224）は、７歳から10歳で1,970キロカロ

リー、11歳から14歳になると2,220キロカ

ロリーであるから、彼らは半分から半分以下

程度のエネルギーしか摂取していないことと

なる。また栄養面で注目したいのが、この食

事内容ではビタミンＤが著しく不足してお

り、所要量のおよそ９パーセントしか満たし

ていないということである。ビタミンＤの主

な働きは体内でのカルシウムやリンなどの吸

収を促して丈夫な歯や骨を作ることであり、

不足してしまうとクル病や発育不全の原因と

なるので成長期の子どもたちには特に不可欠

な栄養素なのである。このような明らかな栄

養・カロリー不足を反映するように、作品中

では「青白くやつれた顔、やせ細って骨ばっ

た体系、老人のような顔つきをした少年たち、

手足が奇形して発育不全の少年たち、そして

曲がってしまった体をほとんど支えきれない

くらい貧弱な脚をした少年たち」（ディケン

ズ、88）という表現で子どもたちの弱りきっ

た様子が描かれている。また以下は、子供で

はなく死体を描いているのではないかと錯覚

してしまうような描写である。
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....little could be distinguished but the
 

sharp outlines of pale faces.... its thin-

ness hidden by no covering, but fully
 

exposed to view, in all its shrunken
 

ugliness.There were some who, lying
 

on their backs with upturned faces and
 

clenched hands, just visible in the
 

leaden light, bore more the aspect of
 

dead bodies than of living creatures

［...］.(Dickens,146)

実はこれら１日３回の食事のほかに作品中

で子どもたちに与えられているものがあり、

それは「硫黄水」〝brimstone and treacle"

と呼ばれる解毒剤であった。スクィアズ氏は

少年たちの血をきれいにするために与えてい

るのだとニコラスに説明するが、スクィアズ

夫人はそれを遮って実は普通の食事よりも安

く少年たちの食欲を奪う目的もあるというこ

とを暴露している。物語の始めのほうでロン

ドンを訪れたスクィアズ氏が新入生の親と

会った際、一見冗談のように「我々の施設で

は子どもたちの食欲は尊重しませんよ」と

言っている場面があるがこれは本心から出て

しまった言葉であるということがこの場面で

明らかとなっている。スクィアズ夫人がス

クィアズ氏に向かって「今日は硫黄をあげる

日ではないの？」と言う場面から、毎日与え

ているわけではないことがわかるが、現実に

おいても子どもたちがこのような方法で食欲

を操作されていたという可能性を否定するこ

とはできない。それゆえ次の箇所で示すよう

に、ドゥーザボイズ・ホールにおける食事の

場面ではラグビー校で見られるような明るさ

や楽しさは全く見られない。

There was a long row of boys waiting,

with countenances of no pleasant antic-

ipation,to be treacled;and another file,

who had just escaped from the inflic-

tion,making a variety of wry mouths
 

indicative of anything but satisfaction.

(Dickens,88)

このようにスクィアズ氏やスクィアズ夫人

は子どもたちの栄養状態について全くといっ

ていいほど無知であり、また無関心である。

これは「栄養知識が普及していなかった19世

紀前半」（安達、173）の学校においてはごく

普通の光景であったと考えられ、この時代に

は子どもたちが健康的に成長を遂げることよ

りもいかに経費を節約するかということのほ

うが重視されていた。

実際の例として、ドゥーザボイズ・ホール

と同じヨークシャーのクラーソン校という私

設学校の出身者であったジョン・ブルックス

という人物が当時の学校生活についての記述

を残している。それによると朝食として出さ

れたのは酸っぱいミルクと黒パンで、夕食に

は塩辛い脂身の牛肉だけというものであり、

当然これだけでは足りずに空腹に耐えかねた

生徒たちは「カラスを捕まえると、それを引

き裂いて教室のストーブで焼いて食べた」（藤

村、130）という。また、ジェイムズ・アバネ

シィ氏も私設学校での経験を1834年に書き

留めているが、彼の通った学校で出された食

事は次のようなものであった。「子供たちはわ

ずかの食事を立って食べるよう強制されてい

た。朝食は黒パンと水っぽい牛乳、昼食は少

し多目の牛乳とパン、それにひとりあたり１

オンスばかりの腐った肉の入ったスープが

あった。夕食は多目の黒パンと牛乳だった」

（藤村、132）。これらの記述とディケンズが描

いた学校給食とを比較すると、物語に出てく

る学校給食が実際のものを非常に的確に表現

しているということがわかる。

2-2 救貧制度の変遷

イギリスでは16世紀以降毛織物業が発展

し、農村共同体が崩壊した。この時期にイン
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グランドの農地の約半分が囲まれ、多くの浮

浪貧民が誕生した結果、1601年にエリザベス

救貧法が施行された。監禁懲罰と慈善を原則

とするこの制度の内容は、貧民を無能貧民と

呼ばれる障害者や老人などの労働不能者と、

働けるが実際には働けない浮浪者や乞食など

の有能貧民に分類し、無能貧民には教会によ

る慈善活動が行われるのに対し、有能貧民は

厳しく取り締まり、労役場や懲治監などに収

容し強制的に労働させるというものであっ

た。この法律は、「浮浪貧民の存在を、社会秩

序をみだす有害なものとみて、就労強制に

よって浮浪をやめさせ定着させよう」（新村、

33）とするものであり、この対応の本質は、

「真の救済ではなく、むしろ抑圧・管理であり、

抑圧の中での救済」（新村、34）に過ぎなかっ

たのである。

17世紀後半には自由な経済活動をめぐっ

て議会と国王が対立した結果、私有財産権が

確立するなど自由な経済活動が可能になっ

た。また封建制度がたおれたことで議会主権

体制が確立し、16世紀以降発展してきた資本

主義的な経済発展の自由を束縛していたもの

が取り除かれた。これが市民革命である。こ

のようにイギリスが自由主義的な社会へと変

わっていくと、農村共同体が存在していた頃

には守られていた食料品の価格に関する慣行

や消費に関する民衆の規範などの経済規範は

消失し、裕福な者による食糧の買占めが起き

た結果、値段が高騰してしまったために農民

の生活はますます厳しくなっていった。市民

革命後の1722年にエリザベス救貧法に代

わって作られたのが労役場テスト法である

が、これは貧民を労役場に収容して自由を拘

束し、織布や糸紡ぎなどをさせるというもの

であった。政府から注文を受けるという請負

制であったので、労役場側は貧民への処遇を

可能な限り切り詰めて利潤を得ようとしてい

た。そのため貧民は低賃金労働力として酷使

され、エリザベス救貧法同様、貧困の根本的

な解決にはつながらなかった。

1780年代から起こった産業革命による急

激な経済発展の一方で、都市の住民は自己し

か頼るものがなく、働いたとしても保障がな

いため社会的に無権利状態に陥ってしまい、

大衆貧困化が進んだ。1845年の調査による

と、新興工業都市リヴァプールの人口の５分

の１にあたる４万５千人が地下室に住んでい

たし、工業都市の幼児の生存率（５歳まで生

きられる幼児の数）はわずか５割であった。

また、都市における死亡者の平均年齢はジェ

ントルマンであれば35から38歳であったの

に比べ、職工、労働者、召使の死亡平均年齢

はたったの15から17歳であったことから

も、彼らの生活がいかに劣悪なものであった

かがわかる。産業革命期に入って間もない

1795年には食糧暴動をきっかけとしてス

ピーナムランド制が作られた。これは一定基

準以下の賃金労働者には救貧税から補助金を

出すというものであったが、救貧税を払う立

場にある富裕な人々から、このような制度で

は労働意欲を低下させてしまうという世論が

生まれ、結局は財政難で破綻してしまう。

1834年、救貧法が改正され新救貧法が作ら

れた。この法律は、救貧院での扶助を院外の

最低級の労働者以下のレベルにして救貧院を

牢獄化し、みせしめとすることによって、「救

済を受けるよりは死んでも働いたほうがまし

だ」（新村、34）と貧民に思わせて労働者に自

立を強制し、彼らからよりいっそう搾取して

いくことをねらうものであった。これは貧困

を自由放任社会の責任ではなく、個人の道徳

的責任とするという原則に基づいており改正

とはいっても貧民にとっては以前よりもいっ

そう過酷なものとなってしまった。

19世紀後半になると、これら「救貧法が放

置してきた社会的な問題である貧困の現実を

否定することができなくなり」（新村、35）、

「ロンドン慈善組織協会」のように慈善事業が

公的、私的に組織されるようになった。また
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政治的な権利や社会的な権利を求め、全国的

な規模で起こった労働運動（チャーチスト運

動）の展開のもとにイギリスの労働者は序々

に生存を保障する公的手段を手に入れていっ

た。

このように、16世紀以降のイギリスは、生

存権重視の社会から所有権、経済活動の自由

を重視する社会へと急激に変化し、人々の人

間観や社会観も農村的な助け合いよりも財産

所有を中心とする自由権を基礎とするものへ

と変わっていった。この個人主義的な思想の

もとでは、自活できない人々や貧困者は人間

的に劣等な存在と考えられてしまうようにな

り、いじめられて迫害されるという状況が長

い間続いていたのである。

2-3 学校の移り変わり

イギリスで最も古い学校は文法学校

（Grammar School）というものであり、現在

でも有名なところにイートン校やラグビー校

などがある。教育の目的は聖職者を養成する

ことであり、ラテン語の文法を中心に授業が

行われていた。文法学校では主に授業料を払

うのが困難な児童を受け入れていたが、その

定員は70名と少なく、礼儀作法や読み方の基

礎などで選抜された。他にも、授業料を払う

ことのできる裕福な子弟を10名、さらに学校

の外に下宿し、授業料も支払う「自費生」も

いた。それでも文法学校は王族や貴族、聖職

者、ギルド、富裕な私人からの寄付を受けて

普及していき、「15世紀末までにイギリス全

土で文法学校が約300校存在」（田口、11）し

ていた。その後も文法学校の歴史が続いて

いった結果、16世紀末には学校の名声を慕

い、「多額の授業料を自己負担してでもわざわ

ざ入学してくる」（伊村、27）生徒が中心の学

校へと変化し、現在もパブリック・スクール

として公立の学校とは区別され、独立した教

育体系を確立している。

では、公立の学校の歴史はどのようなもの

なのだろうか。17世紀の末のイギリス社会を

見てみると、資本主義が発展してきてはいた

が、囲い込みの途中の段階でありまだ農村共

同体が残っていたので、自分の土地で農業を

営む人の数も多く、統計によると上層自作農

は約40,000人、下層自作農は約140,000人と

ある。それでも労働者や土地をすでに失って

しまっている人々の数は合わせて約764,000

人であり、貧困者の数のほうが多いことがわ

かる。それに対し、19世紀初頭の統計による

と、上層自作農は約7,000人、下層自作農は

約21,000人と大幅に減少しており、農業や鉱

業で労働者として雇われている人数は

742,000人、そして職工や労働者の数はおよ

そ1,021,974人にまで膨れ上がっている。文

法学校が普及したとはいえ、入学者数が定め

られているのでこれほど多い貧困者の子弟を

教育するのは不可能であった。このように貧

困が大きな問題となってきていたのと同じ時

期、17世紀末期には「労働者学校」や「慈善

学校」などが出現するのだが、これらの学校

は1601年のエリザベス救貧法から生まれた

慈善主義の立場に立って、貧民子弟のために

救貧教育所的な学校を設立することを推進し

てきたことの流れからきている。労働学校は

あまり普及せず、「1803年の調査によれば、５

歳から14歳までの男女児童188,794名の中

で労働学校に通った児童は20,336人にすぎ

なかった」（田口、31）一方、慈善学校の普及

はめざましく、「1758年の統計によれば、イン

グランドとウェールズにおける慈善学校数は

1,329校」（田口、33）であった。慈善学校で

教えていたのは主にキリスト教についてであ

り、その原理に基づいて上位者に対する謙譲

と従順や勤勉の義務などを体得させていっ

た。このように教育することで貧民児童に階

級社会における自分の立場をわきまえること

をたたきこんでいったのである。慈善学校で

は児童に制服を支給していたということも、

自分の身分をいつでも忘れないようにするた
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めであった。しかし、産業革命期に突入して

児童による労働が増えていくと慈善学校も停

滞していった。

18世紀の後半には労働学校や慈善学校に

代わって「日曜学校」というこれもまた慈善

的、宗教的な学校が進展していき、後の公立

学校制度の基礎となったのであるが日曜学校

も本質的には慈善学校と変わりはなく、子供

の学力を伸ばすための教育というよりはむし

ろ貧民を教育して階級社会を温存しようとす

るものであった。

労働学校、慈善学校、そして日曜学校はす

べて無償であったが、わずかながらも学費を

支払うことができる者の子弟を対象にした

「私設学校」も18世紀から19世紀にかけてよ

く見られた。『ニコラス・ニックルビー』の

ドゥーザボイズ・ホールがこれにあたる。こ

のような学校を運営していたのは主に老人、

失業者などの経済無能者、そして他にも商売

をしながら内職として経営をする、全く教育

に向かない人々であった。このような学校の

実態がどのようなものであったのかというこ

とを示している報告書があるが、それによる

と私設学校の教師の多くは商店経営などの他

の職業にも就いていたため、定期的な教授が

不可能であったという。また、教師や両親は

教育のために子供たちを学校に通わせている

のではなく、家でじゃまにならないようにす

るのが目的であるという共通の認識を持って

いた。さらに、このような学校は非常に不衛

生な地下室や荒れ果てた屋根裏部屋で開かれ

ることが多く、伝染病が流行することもあっ

たとされている。

この報告書に書かれていることと、ドゥー

ザボイズ・ホールについての記述には一致す

るものがいくつかある。すでに第２章でも述

べたように、スクィアズ氏には生徒たちを教

育して彼らの学力を伸ばすという意欲は無

く、できる限りの労働力を搾り取ろうとして

いる。スクィアズ氏が何か他の商売をしてい

るという記述は見当たらないが、彼が教育者

として不適格であるということは明らかであ

る。

また報告書によると、子どもを学校に送り

出す親の側も、学校での教育に期待している

のではなくて家にいられてはじゃまだから学

校にお金を出して預けてしまっているという

ことがわかるが、『ニコラス・ニックルビー』

の中にもこのような親が登場する。次の場面

はスクィアズ氏のもとを、子どもを彼の学校

に入れたいという男が訪ねてきたときの会話

である。

〝The fact is,I am not their father,Mr.

Squeers.I’m only their father-in-law."

〝Oh! Is that it? That explains it at
 

once. I was wondering what the devil
 

you were going to send them for.Ha!

Ha!Oh,I understand now."

〝You see I have married the mother.

It’s expensive keeping boys at home

［...］.And this has made me anxious to
 

put them to some school a good dis-

tance off,where there are no holidays--

-none of those ill-judged comings home
 

twice a year that unsettle children’s
 

minds so."（Dickens,34-35）

最後に、私設学校内で病気が蔓延し、死ん

でしまう子どもも出ているということについ

てであるが、ニコラスがスマイクと初めて会

話した場面ではスマイクが学校内で死んでし

まった少年について話している。

〝Why, I was with him at night, and
 

when it was all silent he cried no more
 

for friends he wished to come and sit
 

with him,but began to see faces round
 

his bed that came from home;he said
 

they smiled,and talked to him;and he
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died at last lifting his head to kiss
 

them.... What faces will smile on me
 

when I die!"（Dickens,97）

教育は主に慈善主義の学校によって行われ

てきていたが、1870年に「初等教育法」が作

られたことにより、ついに教育が国家の義務

として扱われることとなった。この法令は「新

たに地方教育行政機関として学校委員会を設

け、この委員会をして私立学校が十分でない

地域に、地方税や授業料などで維持される公

立小学校（Board School）を設置せしめるこ

と」（田口、96）を定めている。この法律では

５歳から10歳までの小学校段階でしか義務

教育が実現しなかったのだが、1944年に再び

行われた教育改革によって、５歳から15歳ま

で無償の義務教育が保障されることとなり、

それとともに慈善主義の学校はボランタ

リー・スクールとして公営のものとして政府

の統制下に組み込まれ、公営学校として子ど

もに無償の義務教育を保障することになっ

た。

2-4 救貧制度・慈善主義が学校給食に与えた

影響とその後

1789年にフランス革命が起こり、同じ年に

国民議会によってフランス人権宣言が採択さ

れたことに見られるように、早くから権利意

識が高かったフランスは世界で最も早い時期

に法制を定めて学校給食の実施を行政当局の

義務とした国である。国家は子どもの精神的

教養と身体的教養に対して責任をとる、とい

う見地から、1849年から半官半民で学校給食

事業を開始し、1882年の義務教育法で学校資

金制度の設置を義務付け、この資金で自治体

が給食を実施するようになった。

貧困者らを無理やり働かせることによって

より多く搾取しようという考えが背景にある

救貧制度や、子どもたちに自らの階級を体得

させることを重要視していた慈善的な学校に

伴い、貧困者は迫害され、彼らに向けられる

そのほかの人々の視線は冷たいものであっ

た。

子どもの教育を国家の義務として定める法

律がまだできていないことはもちろん、この

ような考え方や価値観が人々の間に広まって

いる中で、イギリス国内のそれぞれの学校は

国からの指導や支援を受けることなく子ども

たちの食事を担うことになり、最低レベルの

食事しか与えないというような状況が生まれ

てしまった。つまり、ドゥーザボイズ・ホー

ルで生徒たちに与えられていたような劣悪な

学校給食の原因は、フランスにおける学校給

食が子どもの権利・国家の義務として保障さ

れていたのに対し、イギリスでは救貧的、慈

善主義的なものであったためであると考える

ことができるのである。もしそうであるとす

るならば「子どもたちに自らの階級を体得さ

せる」ためにわざとほんのわずかの食事しか

与えないという行為があったとしてもおかし

くはない。実際、19世紀前半において「わず

かな分量を耐え難いメニューで与えること

は、反抗的な若者に対する良い躾である」（安

達、173）と考えられていたという記述もある。

では、19世紀の後半にはイギリスの学校給

食は改善したのだろうか。前述のとおり、1850

年代以降、救貧制度に対抗して労働者が権利

を手にするようになり、それと連動するよう

に1870年には「初等教育法」が制定され、国

家が教育に介入するようになった。ところが

この法律には学校給食を国家の義務と定める

部分はなく、公立学校を設置することにとど

まっていたため給食の内容が改善されるとい

うことはなかった。

しかし、国家が子どもの教育を促進してい

こうとするなかで、しっかりとした給食を子

どもたちに与える必要性も出てきたようであ

る。その原因の一つには、食事を与えること

が困難な貧困家庭の子どもは体力的にも精神

的にも衰弱しており、教育の効果を十分にあ
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げることができないということであり、ここ

でやっと十分な栄養を摂ることと学力を上げ

ることが結びつけて考えられるようになった

のだということがわかる。もう一つの理由と

しては、人々の貧困者に対する見方が以前と

は変わってきたということが挙げられる。産

業革命以降、ニューヨークで1929年に起こっ

た世界恐慌まで約10年ごとに恐慌が起こる

ようになってしまい、自分にはどうすること

もできない状況の中で仕事を失い、貧困に

陥ってしまう人々が非常に多く発生した。こ

れを受けて人々は貧困を個人の問題や責任で

はなく、社会問題としてとらえるようになっ

ていったのである。このような世論、そして

労働者家族自身が学校給食の保障を求める主

張に後押しされ、1906年には「教育・給食法」

が制定された。「公的学校給食は『社会主義の

政策であり認めがたい』と非難する声」（新村、

32）や救貧行政当局からの妨害などもあり、

この制度では学校給食の必要に応じて自治体

が公的に実施し、公金を使うことを認めるこ

とで学校給食を奨励するにとどまった。した

がって、完璧に国家の義務となったわけでは

なかったが、この法律は学校給食が単なる救

貧のための事業ではなく、公的な教育のサー

ビスへと転換したことを示すものということ

ができる。

子どもの権利として普遍的に学校給食が保

障されるような制度ができたのは1944年に

教育法ができてからのことである。この法律

には各自治体が希望する公立校生徒すべてに

給食を与える義務を負うことが明記された。

1947年に労働党が政権を握るとこの制度は

完成して学校給食の全費用に公費が使われる

ようになり、提供される学校給食は栄養基準

に基づいた充実したものであった。その後、

一部の費用を各家庭が負担することとなった

が、その額は1975年の時点で約30円（15ペ

ンス）に過ぎず、やっと理想的な学校給食が

実現したのである。しかし、1979年に発足し

たサッチャー政権によって教育政策にさまざ

まな変化が起こると、給食のあり方が再び変

化し質が低下していくこととなる。

３．再び危機に陥る学校給食とその対

策

3-1 現代イギリスにおける学校給食の問題

点

第二次世界大戦後のイギリスの食に起こっ

た変化としてインスタント食品や調理済食

品、缶詰、冷凍食品などの出現が挙げられる。

これにより、戦時中に食料が配給制だった頃

に比べて人々の栄養状態は大幅に改善され

た。しかし、工場生産食品が急激に普及した

ことによって人々の健康が増進されたと言う

ことはできない。1977年にイギリスに「ハイ

パーアクティブの子どもたちを守る会」とい

うボランティア団体が結成された。「ハイパー

アクティブ」というのはある特定の行動パ

ターンのことであり、ハイパーアクティブで

あると言われる子どもには次に挙げる四つの

共通する特色が見られる。

１．衝動的でオーバーアクティブ

２．すべてのことに集中力がない

３．学習困難

４．手に負えない

(『恐るべき食品添加物と問題児― イギリ

スのホールフード運動』）

このような子どもの症状に悩み、どうした

らよいのかわからずに途方にくれる親は非常

に多く、「ハイパーアクティブの子どもたちを

守る会」を作ったサリー・バンディ自身もそ

のような子どもに悩まされていた一人であっ

た。彼女は友人からアメリカで食事療法を提

唱しているアレルギー専門医のベン・フェイ

ンゴールド博士を紹介され、その食事療法を

実行してみたところ彼女の子どもに４日後に

は効き目が現れ、ゆったりと落ち着きのある

子どもへと変化したのである。ハイパーアク
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ティブの原因になっているものは食品添加物

であるということがアレルギー専門医やこの

ボランティア団体による研究からわかってお

り、食事療法の内容も、無添加の食べ物なら

いくら食べても良いが添加物の含まれている

食品は徹底的に避けるというものである。会

員は全国各地に増えていき、1985年には『Ｅ

ナンバーは添加物』（E.for Additives: The
 

Complete E Number Guide）という本がベ

ストセラーとなった。Ｅナンバーというのは

ヨーロッパ経済共同体共通の食品添加物をナ

ンバーで表したものである。これには日本で

なじみのある味の素もナンバー621として含

まれている。この本の売れ行きがよかったと

いうことはイギリス人が食の安全について以

前よりも興味を持ち始めたということを示し

ている。また、1988年にはこの団体の努力が

認められ、「デイリー・ミラー」紙から多額の

寄付金が届けられた。この流れを受けて、イ

ギリス国内の学校でも子どもたちに健康的な

食べ物についての教育が行われ始めた。当時

の学校給食は任意制であり、給食を利用する

生徒もお弁当を学校に持参する生徒もいた

が、学校の食堂のカウンターに並んでいる食

べ物ひとつひとつに「いい食べ物」、「体によ

くない食べ物」などの表示を貼ったり、同じ

ようなポスターが教室、掲示板、食堂などに

貼り出されたりする学校が増加した。

一方、「ハイパーアクティブの子どもたちを

守る会」ができてから２年後の1979年にサッ

チャー内閣が誕生した。保守党は総選挙時に

「小さな政府」を実現してイギリス経済の悪化

に歯止めをかけるために公共支出を大幅に削

減することを公約しており、発足後は公約ど

おりにさまざまな改革が行われ、教育関係の

財政支出も全面的に削減された。そのため、

学校給食にあてられていた年間３億8,000ポ

ンドの予算は初年度には半額にされ、各地方

の教育当局は食材の費用を切り詰めて加工食

品を使用するように指導され、給食の質の低

下の発端となった。

また、1980年には教育法の改正が行われ、

地方教育当局に学校給食制度を廃止する権

限、あるいは学校給食の生徒徴収金額を独自

に決定する権限が与えられた。これによって

給食提供をやめてキッチンを閉鎖する学校

や、給食代の引き上げによって給食を希望す

る生徒数が３分の１にまで激減した学校も

あった。

さらに、1986年にはまだ学校給食を提供し

ていた自治体の義務として、民間の給食提供

業者を競争入札で選ぶことが定められた。競

争入札というのは、業者同士に内容や金額な

どの条件の競り合いをさせ、最も有利な条件

を示す者と契約を締結するというものであ

り、サッチャー革命による市場原理の導入が

ここにも現れているのである。

学校給食制度の完全民営化はこのようにし

て行われ、民営化と同時に栄養基準までもが

廃止されてしまった。学校給食の民営化に

よって起こったのはさらなる質の低下であ

る。予算の削減が行われたことによって苦し

んでいた各自治体は低価格で子供が喜ぶ給食

を作る業者を好んで選んだため、メニューに

はフライドポテトやチキンナゲットなどの

ファーストフードのようなものばかりが並ぶ

ようになった。1997年に労働党のブレア政権

が発足すると、2001年に最低栄養基準が定め

られ、各校が独自に給食提供業者を選ぶこと

ができるようになったが、自治体によって選

定された業者と従来どおりに契約する学校が

ほとんどであったため、給食の内容が劇的に

改善されることはなかった。

1970年代の終わりから1980年代にかけて

食、それも特に子供の食の安全についての

人々の関心が高まりを見せていたにも関わら

ず学校給食の質が急速に低下してしまったの

はなぜなのか。その原因にも貧しいかそうで

ないかという階級の差が関係しているのでは

ないだろうか。
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1979年までは全ての公立校が生徒に学校

給食を提供しており、一部家庭が負担してい

た金額である生徒徴収金額は大臣によって全

国一律に定められていた。しかし学校給食に

あてられる予算が半分になり、各学校は給食

を運営することが苦しくなってしまったとこ

ろで各自治体が独自に生徒徴収金額を決める

ことができるという制度ができたため、当然

給食代を引き上げる自治体が出てくるのであ

る。その負担は裕福な家庭であればそれほど

大きなものではないかもしれないが、貧困家

庭にとっては大きな痛手となってしまったた

めに給食費を払うことが困難になり、給食を

希望しないという選択をとる生徒が増加した

のであると考えられる。質の低下した給食を

食べるのをやめ、お弁当を持参したり一旦家

に戻って昼食をとったりするのであれば問題

がないのかというとそうではなく、共働きが

多い貧困家庭では母親が料理に時間をかける

ということが非常に少ないため、家でとる食

事もファーストフードのような冷凍食品や缶

詰が多く、栄養面で優れているということは

ないのである。

給食提供業者を選定する段階においても、

コストが低いことがより重視される貧困家庭

の多い地域であればあるほど、質の低下が著

しかったと考えられる。予算の削減が全国共

通であったとはいえ、足りない分を補うため

に家庭が支払わなくてはいけない金額が共通

ではないのであれば、貧困地域では負担を考

慮して徴収金額はいくらか少ないかもしれな

いがそれが重荷であることには変わらず、少

ない金額しか集めることのできない学校は低

価格の質の落ちる給食を提供せざるをえない

のである。一方、裕福な家庭の多い地域の場

合は各家庭の負担をそれほど心配する必要が

ないため、給食の質の低下もあまり起こらな

かったのではないかと考えられ、身分や経済

状況による学校給食の格差が起きてしまった

のだといえる。

このように、食の安全に以前よりも敏感に

なる人が増えたとはいえ、働く母親が増えた

ことと加工食品が普及したことが重なったこ

とによって家庭で料理をすることが減り、特

に貧しい家庭ではこのような食事の変化が著

しかった。つまり、労働者階級の多い地域で

は食の安全を求める流れよりも食の近代化の

流れのほうが勝っていたために学校給食にお

いても質の低下があまり問題視されなかった

と考えられる。

『ニコラス・ニックルビー』が書かれた頃の

質の悪い給食によって起きたのは栄養不足か

らくる発育不全などの身体的な変化であっ

た。それに対し、今回の質の低下が引き起こ

したのは「肥満」である。校内には自動販売

機が置かれて砂糖のたっぷり入った清涼飲料

水やポテトチップス、チョコレートなどが自

由に購入でき、食堂にはピザ、ホットドッグ、

フライドポテト、チキンナゲット、フィッシュ

フライが並び、家に帰っても似たようなもの

を食べる生活では糖分と脂質の過剰摂取が起

き、逆に食物繊維やビタミン類は極端に不足

してしまう。

イギリスの保健省（Department  of
 

Health）による2002年の統計では２歳から

15歳までの約15％が肥満であり、標準体重以

上の「太り過ぎ」は約30％にまで上った。1995

年には肥満児童は約10％であったから７年

間に肥満児童の数が1.5倍になったことにな

る。同年、「医師会は子供の間に肥満が原因で

糖尿病、心臓病が増えている実態を指摘し、

食事内容改善の警告を何度も警告を発し」（阿

部菜穂子、278）、肥満はイギリスの社会問題

となっていった。また、2004年には下院の健

康に関する調査委員会（Commons health
 

select committee）は、このまま何も対策を

とらなければ2020年までに児童の半分が肥

満になり、その多くが両親よりも先に死亡す

る可能性があるというレポートを出した。

2006年にイギリスの国立健康増進局
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（National Health Service）が出した統計で

は、国民の階級と収入による肥満率の違いも

示されており、階級が低く、収入の少ない家

庭の子供ほど肥満率が高いことがわかってい

る。国民の中に危機感が広まる中で、保健省

は同じ年に国民の健康推進を目指して「健康

の選択」（Choosing Health:Making Health-

ier Choices Easier）という健康白書を発表す

るなどの動きがあったが学校給食の内容の改

善は明記されていなかった。

3-2 学校給食改善運動

2005年の春から、子供たちの食生活に危機

感を抱いたジェイミー・オリバーという人気

シェフが学校給食改善運動を始めたことが

きっかけとなってイギリス国内で親たちを中

心として給食の改善を求める運動が広まり、

大きな変化が見られている。オリバー氏は

1999年から自分の料理番組を持ち、数々の料

理本を出版しているほか、ロンドンやアムス

テルダムなどで四つのレストランを経営して

おり、彼の料理番組は日本のケーブルテレビ

でも放送されている。

彼の運動の様子はイギリスで〝Jamie’s
 

School Dinners"という番組で５回に渡って

放送された。彼はロンドンのはずれに位置す

るグリニッジという町の学校の一つである

キッドブルック校を訪ね、給食に新しいメ

ニューを取り入れることを試みるのである

が、一人一食分わずか37ペンス（約80円）

という厳しい予算、そして生徒たちからの反

発などのさまざまな問題が発生する。ジェイ

ミー氏の新しいメニューには新鮮な野菜のサ

ラダと鶏肉に化学調味料ではなく、スパイス

やハーブなどで味付けをして焼いたものや、

野菜をソース状にして生徒たちに受け入れら

れやすくした栄養満点のピザなどがあったの

だが、始めの１ヶ月が過ぎた時点ではまだ生

徒の８割がジャンクフードを選んでいた。し

かしジェイミー氏は栄養失調で病院に行く子

供もいることを知り、学校でのジャンクフー

ドの禁止という過激な手段をとる。当然、不

満の声が多くあがり、どうしても食べない生

徒たちのためにサンドイッチという救済措置

はとられたが、１ヶ月が経つと健康的な給食

の需要が増え、さらに後には以前であれば

100件以上はあった苦情が１日に２件ほどに

まで減ったのである。

ジェイミー氏は番組の中で、貧しい地域の

学校給食の状態の方がさらに深刻であるとい

うことを人々に紹介することも忘れていな

い。彼はダラム州のピータリーという1950年

代には鉱山で栄えていた町を訪ねたのだが、

そこで訪問したエデン小学校では生徒の

70％が無料給食を食べているということか

ら、ピータリーが貧困地域であることがわか

る。不健康な食生活が蔓延しているために子

供専用の便秘クリニックまであるということ

を地区の栄養士から聞かされたジェイミー氏

はそこでも新しい献立を紹介し、生徒たちと

一緒に料理する機会を設けるなどした結果、

新しい給食が大変喜ばれるというとても良い

結果であった。さらに半年後にはダラム州は

学校給食の予算に１億円を投入することを決

定した。

ジェイミー氏はこの良い変化をもっと広い

地域に広めるため、グリニッジの60校の校長

に許可を得てさらに２万人の生徒たちに対し

て新しい献立を試みるというプロジェクトを

始めた。すると教師たちは生徒たちの素行が

良くなって午後はいつも集中力が散漫になる

のがなくなり、喘息の生徒たちの発作も全く

なくなったと述べ、態度と健康がともに向上

したことがわかった。

一つの地域で給食の改革に成功して自信を

つけたジェイミー氏は学校内でのジャンク

フードの全国廃止と給食スタッフへの予算の

増加を政府に求めるが一旦は却下されてしま

う。しかしジェイミー氏は27万を超える署名

を集め、トニー・ブレア首相とルース・ケリー
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教育相に嘆願書を提出した。総選挙を目前に

控えていた政府はこれを無視できず、今後３

年間に２億2,000ポンド（約440億円）の予

算をつけると述べ、小学生一人あたりの予算

も最低でも50ペンス（約100円）にまで引き

上げることを約束し、選挙の公約に加えられ

た。

ブレア首相の労働党が当選を果たしはした

が、「イラク戦争遂行が有権者の批判を集めて

大幅に議席を減らした。」（阿部、279）という

厳しい状況にあり、首相は「失った国民の信

頼を回復することを狙って」（阿部、279）公

約に掲げた学校給食問題をおろそかにはでき

ず、「学校給食審議会」や「学校給食改善委員

会」を立ち上げた。その結果、2006年９月に

は「学校給食の暫定的な基準」〝The interim
 

food-based standards for school lunches"、

そして2007年９月からは「政府による学校給

食の新基準」〝Government’s new school food
 

standards"が採用されることとなった。

各自治体や学校を対象としているこの新基

準の内容は、献立に含めなくてはいけない野

菜、魚、パン、水、健康的な飲み物の大体の

量や、調味料やポテトチップなどのスナック

類、揚げ物、肉を制限すること、そしてチョ

コレートなどの菓子類は禁止することを示し

ている。さらに細かな栄養基準については

2008年に小学校で、2009年に中学校で採用さ

れることとなっている。また、ジャンクフー

ドが子供たちに与える影響を考慮して2007

年１月からはジャンクフードの広告が規制さ

れるなど、ジェイミー氏や親たちの声が届い

た結果、国家規模での改革が進んでいるので

ある。

おわりに

以上のように、ディケンズが『ニコラス・

ニックルビー』の中で描いた学校給食が当時

の実態を映し出しているということを踏まえ

た上でその原因を探った結果、救貧制度と教

育制度の二つの側面に問題点が見えてきた。

一つ目には、貧しい人々のために設けられ

た救貧制度がどれもさらに彼らを苦しませる

だけのものにすぎなかったということであ

り、そこからわかるのは、当時の資本主義の

急激な発展によって生存権よりも自由権が重

んじられるようになってきており、貧困者が

社会から軽視される存在となってしまってい

たということである。

そして二つ目には、このように開いてし

まった格差を問題としない風潮のもとで作ら

れた無償の学校もしくは学費の安い学校で

は、階級社会を維持するための教育が行われ

ていたということである。つまり、貧しい人々

の権利が考慮されることなく、軽視され続け

てきたことがそのまま学校給食にも現れてい

たということ、さらに言うならば、貧しい人々

を貧しい人々であり続けさせるために学校給

食を利用していたとも考えられる。

その後一旦は理想的な給食が実現したもの

の、20世紀の終わりにも似たような現象が見

られ、学校給食の民営化によって貧困地域に

なればなるほど学校給食の質が悪くなるとい

う格差が生まれたのであるが、この発端と

なったのもまた社会や経済の大きな変化、つ

まり市場原理主義の導入であった。

これらのことから、国家の発展に直面した

場面や、サッチャー革命のように国を立て直

すための改革が行われた際のどちらにおいて

も、弱者よりも経済的に有利な者の利益や国

益が優先された結果、より階級の低い人々の

方がより大きな苦労を背負わされてしまうと

いう事態が起きたことがわかった。19世紀に

は栄養失調、20世紀の終わりから21世紀に

は肥満と、全く逆のものではあるがどちらも

深刻である健康問題に脅かされる危険度が高

いのはいつも階級の低い人々であった。民営

化によって質が低下した20世紀末の学校給

食であるが、19世紀における学校給食も国家
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が全く介入していなかったという点では完全

民営であったということができる。イギリス

における学校給食のこのような歴史は、民営

や民営化が必ずしもどの分野においても良い

結果をもたらすとは限らないということを示

しているのではないだろうか。
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